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論文内容の要旨
連結、半単純、複素リ一群の、非コンパクトな実形G が、コンパクトなカルタン部分群H をもっと
する。このとき、商多様体D=G/H は、 G-不変なエルミート多様体の構造をもっ、又、各H の指
標 λ:H→ct* に対応して、D 上の等質エルミート・ライン・バンドル LA=G xHct が構成される。 LA
に値をもっD 上の二乗可積な、 (0 ， q) 型調和微分形式全体の作るヒルベルト空間を、問 (L入)とかく。
ここでは、特にD がG-不変なケーラ一計量をもっと仮定したとき、 HHLλ) の消滅を問題とした。
K を、 H を含むG の極大コンパクト群、 go 、 ko 、 h。をそれぞれ、 G 、 K 、 H のり一環、 g 、 k 、
h をその複素化とし、 h に関する g のルート系をムとする。ムには、 D 上の複素構造に対応した、ル
ート系の順序を入れ、正のルート系をム+とする。又、 k に関して、コンパクトなルート全体をムk 、非
コンパクトなルート全体をムg とする。こととき、 D 上の、 D-不変なケーラー計量は、次の条件をみ
たすような、 h R=ゾヨ ho上の線型汎関数 t.に対応して与えられることが知られている。
即ち、 r > 0 (αεLL n ム 11;)
(α ， t.) = ~ l < 0 (αε ム n ムg)
(但し、ここで、( , )は、 g のキリング形式から誘導される hの双対空間上の内積である。)
このような t.をーっとり、対応したケーラ一計量をD に与えたとき、次のような消滅定理が得られる。
〔定 理J q を O<q 壬 η=dirnDなる整数とする。すべての、ム十の中の q f同のルートの組A に対し
て、スカラ- CA=Ef計4 が正ならば、 Hi(Lλ)=10 f 。但し、ここで、 p ニ去三ムタである。)
論文の審査結果の要旨
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半単純り一群G の複素等質空間G/B の上の、 B の表現p から定義される等質ベクトル・バンドル
Eρ に値をもっ二乗可積分 (0 ， q) 型微分形式の否コホモロジー空間の研究は G の既約ユニタリー表現
の実現などに関連して興味あるテーマである。今野君は本論文においてB がG のコンパクトなカルタ
ン部分群、 p がB の指標表現の場合に得られる直線バンドル Eρ についてこの空間を研究し、 G/B 
がG 不変な Kählerの量を許容するという条件のもとに否コホモロジーの一連の消滅定理を得た。 こ
の結果は Kähler 計量をもたない場合も含めて類似の場合を取扱った最近の Griffith-Schmid による
結果より著しく詳細な情報を与えるものである。
この結果を導くために今野君はまずG/B がG 不変な Kähler計量をもつための条件、またこれがみ
たされる場合にG/B 上の標準的な複素構造と Kähler計量を導入する方法を与え、これを用いて否作
用素の表示を得た。つぎに Wang による等質空間上の不変接続の理論を巧みに援用し、 G/B 上の、
Kähler 接続むよび直線バンドル Eρの標準的不接続による共変微分を用いて否作用素を表わした。こ
の結果否の共役作用素δ の同様の表示が得られ、さらにラプラブ作用素口=否ô+ô 否の計算が可能
となった。そして、この計算はここに表われる種々の作用素の間の関係式を巧妙に駆使することによ
ってなされ、最終的には口の非常に単純な表示を得ることに成功している、この結果主要定理におい
ては q 次否コモホロジー空間の消滅のための条件がG のリ一環のルート系と p のウエイトによって単
純な形に与えられている。
以上のように今野君の業蹟は本文冒頭に述べたテーマについて一つの大きな貢献をしたものと考え
られ、よって本論文は理学博士の学位論文として十分価値あるものと認められる。
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